


世界デーに私たちが求めること（１） 

• 児童労働に関するＩＬＯ条約（及びすべて
のＩＬＯ中核条約）がＩＬＯの全加盟国   
（１８５ヵ国）によって批准されること 

  １８２号：１７５ヵ国、138号：１６３ヵ国  

2011年シエラレオネによる条約批准の様子 



世界デーに私たちが求めること（２） 

 

• 児童労働の撤廃を効果的に進展させる 
国の政策やプログラム 

• 児童労働に反対する世界的な運動を強化
するための行動 



人権問題として 

児童労働に取り組む（１） 

• 「労働における基本的原則及び権利」は、
8つのＩＬＯ中核条約から成り、すべての  

ＩＬＯ加盟国が尊重、促進、実現しなければ
ならない人権とみなされる。 

 

マリのカラバンコロ入江 
で砂を集める少女 
Ⓒ: Crozet M.  ILO    
（2010） 



人権問題として 

児童労働に取り組む（２） 

 

• 「労働における基本的原則及び権利」は、 

      

    結社の自由と団体交渉権 

   強制・義務的労働の撤廃 

   児童労働の廃止 

   雇用・職業における差別の撤廃 

 

   に関わる原則と権利である。 

 



人権問題として 

児童労働に取り組む（３） 

 

• 児童労働の撤廃は、 

  結社の自由や 

 職業における差別撤廃などの 

 基本的な権利が尊重される時、 

 より早く効果的に達成される。 

 



最近の数字… 

 

世界の人口： 約７０億人 

５～１７歳の子どもは15億８５００万人 
 

 

• 2億1500万人（１３．６％）の子ども
たちが、児童労働に従事している。 

 

• このうち、1億1500万人（７．３％）
は、危険有害な仕事をしている。 



採石場で働く子ども 

ウガンダの採石場で 

働く10歳の少年 
 

 

 

 

 

 

ウガンダ 

Ⓒ: Osseiran Nadine, ILO    
（2010） 



外科用器具を製造する子どもたち 

輸出用の外科用 

器具を製造する 

作業場で働く子ども 

 

 

 

 

パキスタン・シアルコット 

Ⓒ: Crozet M., ILO       
（2005） 



児童労働に関するILO条約 

第138号条約 

 

• 最低年齢条約（1973年、138号）は、 

 国が法律により義務教育終了年齢を 

 就業最低年齢と定め、                                          

    いかなる場合も15歳を下回ってはならない、 

 と規定している。 

 

  経済、教育設備が十分に発達していない加盟国に
ついては、特定の条件のもとで、さしあたり14歳を
最低年齢とすることも認められる。 



レンガ工場で働く少女 

ボリビア・ラパスの 

レンガ工場で働く 

少女 
 

 

 

 

ボリビア 

Ⓒ: Crozet M., ILO    

 （2010） 



• 最悪の形態の児童労働条約 

 （1999年、第182号）は、 

 18歳未満の子どもによる 

 最悪の形態の児童労働を禁止する： 
  

 

児童労働に関するILO条約 

第182号条約（１） 



 最悪の形態の児童労働とは？ 

• 人身取引、強制的子ども兵士・義務的徴用、    

債務奴隷 

• 売春、ポルノ制作 

• 薬物の生産や密売など、不正な活動 

• 子どもの健康、安全、道徳を損なう恐れの   

ある労働 

児童労働に関するILO条約 

第182号条約（２） 



子ども兵士 

彼らの多くは 

非識字者であるが 

銃の扱い方は 

知っている 
 

 

 

コンゴ共和国  

Ⓒ: Crozet M., ILO    
（2008） 



レンガ窯で働く子ども 

レンガの焼き窯で 

債務労働をする 

子ども。最も一般的 

だが、あまり知られ 

ていない危険有害な 

仕事 

 

 

アフガニスタン 

Ⓒ: Berger H., ILO    
（2012） 



他の人権との関連や 

貧困問題への取組み 

 児童労働の根本原因の多くは、       

貧困や、社会からの排除に関わる。         
児童労働問題に効果的に取り組むには、 
幅広い政策対応が求められる。 

  例） 

• 教育の権利 

• 教育と健康へのアクセスを確保する     
社会的保護の床 



その他の国際基準 

  

児童の権利について示している 

• 世界人権宣言 

• 国連児童の権利条約 

  



基礎教育へのアクセス（１） 

• 6700万人の初等教育年齢の                    
子どもたちが就学していない。 

 

• 7400万人の中等教育年齢の                    
子どもたちが就学していない。  

 

• 就学児童の多くが、                    
定期的に通学                 
していない。 

 



ごみ集めをする子どもたち 

ゴミ集積所で 

分別するゴミを 

拾う子ども 
 

 

 

 

フィリピン・マニラ 

Ⓒ: Crozet M., ILO    
（2008） 



古着集めをする少年 

マリ・バマコの 

ゴミ集積所で古着 

を集める子ども 
 

 

 

 

マリ 

Ⓒ: Crozet M., ILO    
（2010） 



基礎教育へのアクセス（２） 

• 最低就労年齢に達するまで、                
すべての子どもに教育を与える               
新たな取組みが必要。  

 

• 質の高い教育への障壁 

    をなくし、アクセスを改善 

  する。              アクセスを 



動物の餌の再加工の仕事 

動物の餌を 

再加工する少女 
 

 

 

 

ペルー・リマ 

Ⓒ: Crozet M., ILO    
（2010） 



ＴＡＣＫＬＥ： 通学支援・児童労働
防止プログラム 

対象国： アフリカ、カリブ海、太平洋地域の１２ヵ国 

（ケニア、マリ、シエラレオネ、ガイアナ、フィジーなど） 

資金提供：ＥＵ、UNESCO、ＵＮＩＣＥＦ、 世界銀行、等 

予算規模： 1600万ユーロ（約１６億円） 

《プログラム内容》 

無料の通学手段の提供（通学バス、など） 

給食の提供 

宿題の手伝い、親と学童への心理的支援、など 

《成果》 

対象校の出席率が６４％から９４％に上昇 

（ガイアナの例） 

 



     ガイアナ：  通学支援・児童労働防止 
プログラムで通学する子どもたち 



    マリ： TACKLEプロジェクトによる   

    学校通学支援の様子 



ケニア： TACKLEプロジェクトによる 

  学校給食支援の様子 



マダガスカル： TACKLE プロジェクト 

          による教育支援の様子 



社会正義を実現する 

社会的保護の床が必要（１） 

 

• すべての人に必要不可欠な社会的
サービスの提供 

 

  例： 

 水、衛生、食料、健康、教育、住居 

 

 



社会正義を実現する 

社会的保護の床が必要（２） 

• 貧困家庭が必要不可欠なサービスに      
アクセスできるよう支援する           
社会的保護戦略 

     

 例： 

 ブラジルのボルサ・ファミリア           

子どもの通学と予防注射の接種を条件に    
家族手当を支給 

 



行動を拡大するための 

国の政策とプログラム（１） 

• ILO 第182号条約は、条約を 

批准する国が、「最悪の形態の

児童労働」を優先的に撤廃する

ための行動計画を作成・実施 

することを求める。 

 



行動を拡大するための 

国の政策とプログラム（２） 

• 多くの国で行動計画が策定され、              

「最悪の形態の児童労働」を撤廃する       

取組みのための枠組みが作成された。         

策定した国では、取組みの効果の監視・    

検討が必要。                                                           

 しかし、行動計画の策定に手つかずの国

も多い。       



2012年6月12日に 

参加しよう! 

 

• 世界デーへの支援は年々高まる 

 

• 児童労働に反対する世界的な動きに   
あなたの協力と支援を！ 



詳しい情報は 

http://www.ilo.org/ChildLabourWorldDay  

 


